
最近の沖縄経済の動向

2010年6月17日

日本銀行
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1

資 料 ５



１．全国と沖縄の業況判断DI推移

（資料）日本銀行「全国企業短期経済観測調査」、日本銀行那覇支店「県内企業短期経済観測調査」
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・前頁のグラフは、３月調査結果までを反映している。
７月１日に次の調査結果を公表予定。

・３月調査までの結果をみると、全国で昨年春以降改善傾向が続いているが、
沖縄では昨年秋→冬、冬→春と、２期連続で悪化している。このような動きを
したのは、全国で沖縄だけ。全国と沖縄の違いは、産業構造の違いによる。

・全国の改善は、時間差を伴いながらも沖縄に波及するのではないか、と考
えられる。

・その主たる「経路」は、「観光」になると思われ、客数や客室稼働率の動きに
注目したい。

・「個人消費」は、新車と家電への政策効果が続いている。夏以降に百貨店な
どの売上げ改善がみられるかどうか、要注目。

・「建設」関係は、公共事業の削減などマイナスの要因が多い。

・「雇用」関連では、少なくとも現在までのところ県外からの求人の回復の遅れ
が目立つ。
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観光
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（資料）沖縄県

大きくとらえると・・・

沖縄県への入域観光客数は、2008年まで順調に伸びてきたが、
2009年に減少、2010年入り後は回復の傾向
「2009年」（緑の線）は、「2006年」とほぼ同じレベル
「2010年1-5月」（赤の線）は、「2007年1-5月」とほぼ同じレベル
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月別には・・・

「2009年」と「2004～2008年の５年間平均」は、ほぼ同じレベル。そうしたなかで、

昨年夏以降の毎月の客数の「上下への振れ」をみると、次のとおり。
2009年6-9月：上振れ 2009年10-12月：下振れ
2010年1-3月：5年間平均並み 2010年4-5月：明確に上振れ
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観光

（資料）日本銀行那覇支店
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稼働率 前年差 稼働率 前年差 稼働率 前年差
2007年 76.5 ▲ 0.3 74.3 ▲ 2.0 77.9 0.7
2008年 75.3 ▲ 1.2 70.7 ▲ 3.6 78.3 0.4
2009年 68.0 ▲ 7.3 64.7 ▲ 6.0 70.2 ▲ 8.1

2009年1Q 69.5 ▲ 8.8 69.7 ▲ 8.3 69.3 ▲ 9.1
2Q 65.7 ▲ 4.3 60.5 ▲ 3.6 69.2 ▲ 4.7
3Q 75.0 ▲ 6.2 66.1 ▲ 5.7 80.9 ▲ 6.4
4Q 61.2 ▲ 10.5 60.8 ▲ 8.3 61.5 ▲ 11.9

2010年1Q 71.1 1.0 70.6 ▲ 0.7 71.3 2.2
2010年4月 68.3 0.5 61.1 0.3 72.9 0.3

（稼働率％、前年差％ポイント）

那覇市内 リゾート

（注）2010年4月の稼働率は速報値



個人消費（小売）

（資料）日本銀行那覇支店、経済産業省「商業販売統計」 8
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人口に占める子どもの比率は、全国のなかで最も高い
（17.7％、全国平均は13.3％）

（資料）総務省ホームページ http://www.stat.go.jp/data/jinsui/topics/topi462.htm より 9

17.7



個人消費（耐久消費財） 数字はいずれも県内

（資料）沖縄県自動車販売協会、日本銀行那覇支店
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地デジ普及率は沖縄が最も低い

（資料）総務省地上デジタルテレビ放送に関する浸透度調査の結果（2010.5.27） 11



建設

（注）右端の数字は、公共工事保証請負額は2010年4月、5月の前年同期比、主要建設会社受注高（公共工事）
は2010年4月の前年同月比

（資料）西日本建設業保証、日本銀行那覇支店

▲12.4

▲45.4

12

-80

-60

-40

-20

0

20

40

60

80

100

┗ 0 7年 ┛ ┗ 0 8 ┛ ┗ 0 9 ┛ ┗ 10

公共工事保証請負額

主要建設会社受注高（公共工事）

主要建設会社受注高（民間工事）

（前年比％）



欧州発の国際金融市場の動揺は、
沖縄の経済にどのような経路で影響しうるか

１．関係国の財政建て直し

２．関係国の金融機関で経営への悪影響懸念、貸出慎重化

３．ユーロ安→円相場の相対的な上昇

１．２．３．→欧州の需要減（４．）→日本の対欧輸出の減少

→間接的に、沖縄観光に多少の負の影響

３．→欧州からの輸入品（豚肉、オリーブ油など）は価格低下

３．４．→資源価格上昇圧力が若干緩和

５．わが国の財政のあり方への議論に影響

→先行き沖縄の公共事業などにも影響する可能性
13



県外からの新規求人の回復が遅れている雇用
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（注）2010年第２四半期の数値は、2010年4月の前年同月比

（資料）沖縄労働局「雇用の動き」
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雇用 純転入者数
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雇用（新卒内定率・３月末時点※）

（注）全国大卒は、４月初時点

（資料）沖縄労働局、厚生労働省、文部科学省

（１）高卒 （２）大卒
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全くの参考情報：
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２．珠算についても、全国珠算教育連盟沖縄支部によると

珠算十段、暗算十段の「累計合格者数」が、全都道府県中１位

―― 「フラッシュ暗算」における強さも目立つ

１．人口千人当りの英検合格者数は、全都道府県中１位

（沖縄１３．４人、２位宮崎県１３．０人、３位東京都１１．９人）

―― １級、準１級、２級に限定して調べても、やはり１位

（２００９年中の都道府県別合格者数を総務省の推計人口で除した計算結果）



預貸金

（資料）日本銀行那覇支店

（注１）預貸金は県内に所在する都市銀行、地方銀行、第２地方銀行、信用金庫の合計

（注２）預金は、実質預金（総預金－切手・手形）

（注３）貸出には信託勘定は含まない
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